

１対象となる改修
①　手すりの設置　　　　　　　　　　　②　段差をなくすスロープ等の設置
③　滑りを防ぐ床や通路面の材質変更　 　④　引戸等への扉の取り替え
⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑥　①～⑤に付帯して必要
となるその他の住宅改修
２住宅改修の流れ
（１）介護サービス利用者･ケアマネジャー･工事事業者とよく協議し、住宅改修の内容を決定する。
（２）保険者である清水町に事前申請を行う（提出書類：申請書・理由書・承諾書・見積書･平面図・工事前写真【日付の入ったもの】・確約書【受領委任払いの場合】）
＊見積書は、内訳書参考書式(裏面)を参照に作成し、対象工事と対象外工事を同時に施行する場合には、対象工事と対象外工事の区分を明確にする。
(対象工事が特定できない場合は住宅改修費の支給ができないこともあります。)
（３）決定通知の確認（申請者へ送付）
（４）工事施工
（５）工事後の提出書類（工事前後の写真【日付の入ったもの】・領収書）
＊見積書･平面図は、事前申請で提出したものと変更がない場合は不要です。

＊領収書は原本･コピーを窓口に提出します。原本提出の場合はコピーをとりその場でお返し　　します。
＊見積書･平面図･工事前後の写真には、各々の工事箇所の金額及び写真が分るように工事箇所ごとに①②…と付番する。
＊理由書は、改修の目的(対象工事のどれに該当するか)を明確にし、その必要性･効果を示す。

（６）約２･３ヵ月後に、給付額を指定口座へ振り込みます。
３住宅改修の支給限度額
対象工事が支給限度額の２０万円を超える場合の自己負担分は、下記のとおりとなりますので御注意ください。
【自己負担割合が1割の場合】
改修費用合計　２５万円
	給付額
18万円
	自己負担
（※1割の場合）
2万円




給付対象金額20万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　


＜　内訳書参考書式　＞


	部屋名
	部分
	名　称
	内　容(仕　様)
	数量
	単価
	金　額
	対象部分
	住宅改修の種類
	算出根拠

	
	
	
	
	
	
	
	数　量
	金額
	
	

	1階洋室
	壁
	既存壁撤去
	PB12㎜撤去
	△㎡
	△△
	△△△△
	〇㎡
	〇〇〇
	手摺取付
	手摺設置に係る対象部分を〇㎡で算出

	
	
	下地補強及び壁仕上げ
	PB12㎜クロス貼り
	□
	□□
	□□
	□㎡
	〇〇〇
	同上
	同上


	
	手摺
	手摺
	木製(金具sus)
	〇m
	〇〇〇
	〇〇〇〇
	〇m
	〇〇〇
	同上
	

	
	
	同取付工賃
	
	〇
	〇〇〇
	〇〇〇〇
	〇
	〇〇〇
	同上
	

	
	
	1階洋室計
	
	
	
	〇〇〇〇
	
	△△△
	同上
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1階和室･DK
	既存壁･床撤去
	
	1
	1式
	△△△
	1式
	〇〇〇
	床材変更
	対象(床部分)大工手間比率2/3で按分

	
	床
	ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り
	ナラ厚13㎜下地及び木製巾木h=60共
	□㎡
	□□
	□□□
	□㎡
	□□□
	同上
	

	
	壁
	月桃紙
	軸組み、下地(PB12㎜)
	〇㎡
	〇〇
	〇〇〇
	
	
	
	

	
	天井
	木質ﾎﾞｰﾄﾞ張り
	〇〇製厚9㎜、下地、回り緑共
	〇㎡
	〇〇
	〇〇〇
	
	
	
	

	
	
	１階和室･DK計
	
	
	
	〇〇〇〇
	
	△△△
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	小計
	
	
	
	〇〇〇〇
	
	□□□
	
	

	
	
	諸経費
	
	〇％
	
	〇〇〇
	〇％
	△△△
	
	

	
	
	合　計
	
	
	
	〇〇〇〇
	
	□□□□
	
	

	
	
	消費税
	
	5％
	
	〇〇〇
	5％
	〇〇〇
	
	

	
	
	総合計
	
	
	
	〇〇〇〇〇
	
	△△△△
	
	


＊数量は基本的には“1式”とはせず、具体的な数量を記入する。
＊申請者自らが施行した場合、対象部分に係る材料の仕様(商品名)と材料費を記載する。工賃は対象外となる｡

洋式便器への便器の取り替え





＊残り5万円分は全額自己負担となるため、最終的自己負担額は7万円となる。





給付申請に係る部品については、材料費(仕様を明記する)と施工賃を適切に区分する。





対象部分を抽出する場合は、工事範囲を明示する。





介護保険対象部分を明示する。


(全てが対象の場合、こちらだけ抜き出しても可)





全ての工事の内訳





対象範囲を明示するのが困難な項目の場合、按分してその根拠を示す。





対象部分の総合計





清水町役場　福祉介護課　介護保険係　　


TEL（０５５）９８１－８２１３











